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昨年末､ 1､ 2年生の国語の授業で､川柳､短歌つくりをおこないました｡今回は､その

中からいくつかを紹介したいと思います｡ムダを省いた言葉･文字につまった生徒たちの思
いを､感じ取っていただければと思います｡

同じく昨年末から､廊下等の壁に写真のような掲示物が掲示されるようになりました｡
｢言われて嬉しいこんな言葉｣というテーマのもと､す

べての学級が取り組み､掲示することになったようです｡

他人から言われて嬉しい言葉として､やはり`ありが

とう'が圧倒的に多かったようです｡その他として､
`大丈夫?無理はしないでね' `一人でかかえこまないで

ね' `一緒に帰ろう'などが紹介されていましたo

それら言葉の奥には"相手を理解した上での言葉がげ'
"他人に認められた安心感''が感じられるのではないか

と思います｡相手を無視し､傷つける言葉が横行してい

る今の社会(学校もそんな社会の縮小版､決して他人事ではありません)､せっかくならば､

心穏やかに日々の生活を送っていきたいものです｡

お互いを理解し合う努力を重ねながら･ ･ ･ ･ ･
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『岸先生恵粥迎えしこ』

今講演会のねらい

児童生徒に命を大切にする心や夢に向かい希望と勇気をもってやり遂げる態度を育てる
ために､スポーツ選手や芸術家などそれぞれの専門分野の第一線で活躍する社会人を招き､

その生き方にふれる講演会事業を通じて､子どもたちの豊かな心をはぐくむ道徳教育を推

進する｡　　　(｢平成24年度　夢と豊かな心をはぐくむ講演会事業｣実施要項より)

今回､本校の学校教育目標でもある｢心豊かな生徒｣
に合致する県の事業を頂き､パラリンピック出場の

岸先生をお迎えし､話を聞くことができました｡

主に､競技のこと､パラリンピックのこと､またそ

れ以外のご自身の体験についても話をされ､ `夢を持ち

続け努力することの大切さ'､ `困難に立ち向かってい

く勇気の重要性'､そして何より､全体を通して｢生

きていればこそ･ ･ ･｣の`命の大切さ'をも感じ取

ることができる講演会となりましたo

ここで､生徒たちの感想をいくつか紹介したいと思います｡

『今日の夢と豊かな心をはぐくむ講演会の岸先生
の話を聞いて､私は､パラリンピックは知ってい

ましたが､ウェルチェアーラグビーは知りません

でした｡だから､ウェルチェアーラグビーのルー

ルなどを知れてよかったです｡また､オリンピッ

クでロンドンに行った時の写真を見せていただい

て､その写真についてのくわしい説明までしてい

ただいて､とてもわかりやすかったし､オリンピ

ックパークはとても巣しそうだったし､岸先生が

言っていたように自分と同じ障害を持っている人
が､たくさんいて､その人達は自分と同じような

なやみや苦しみをあじわって今ここに立ってい

る､という言葉に感動して､すごく心に残りまし

たC』 (1学年女子　原文のまま)

『交通事故でケガをして､どんな苦しい困難も乗

り越えてきた岸さんは､とても心が強い人だと思

います｡もし､私が岸さんのようにケガをして､

手や足があまり使えなくなったとしたら､生きる

希望をなくして､ただ生きているだけの人間にな

るかも知れません｡でも岸さんは､懸命にリハビ

リをして､自分に合うウェルチェアーラグビーと

いう競技に出会い､世界で戦っています｡私は､

そんな岸さんのような強い人間になりたいです｡

そして､これからもパラリンピックを目指して､

今年よりも良い結果が残せるように､頑張って欲

しいです｡ 』 (1学年女子　原文のまま)

『今日､岸先生のお話を聞いて､たとえ体が不自由になってしまったとしても､あきらめずに､いろいろな

ことに挑戦し､努力すれば､だれだって結果は残せるということがわかりました｡また､戦う人は､コート

の中でプレーする人だけではなく､影でささえるアシスタントの人も一緒なんだなと思いました｡ぼくも運

動部に入っています｡これから､新しい1年生もはいってきて､ぼくたちも3年生になるので､ 6月にむけ

て､けっしてあきらめず､ベンチでも､応援を全力でがんばりたいです｡ 』 (2学年男子　原文のまま)

『ウェルチェアーラグビーは､さいしょきいたことがなくて､どういうのかな?と思っていまいした｡そし

て､今日岸先生のはなしを聞き､ルールややりかたを､知りとても､わかりやすかったです｡そして､ぶつ

かりあったりととても大変だと聞き､いたそうだな-とか､イヤだな-て気持ちがありました｡しかし､そ

んなことをしっていながら､がんばってる岸先生は.すごいなと思い､そんけいしましたC岸先生は､事故

が起きてから､時間はかかりましたがここまでの人になり､なので､今年私は受験生なので､私もさらなる

上をめざして､がんばろうと思いましたo 』 (3学年女子　原文のまま)


